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徂
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お
け
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義
性
に
つ
い
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楊 

世 

帆 
 
 

   

序 

論 

 

吉
川
幸
次
郎
氏
と
丸
山
真
男
氏
が
論
じ
て
以
来
、
荻
生
徂
徠
の
「
天
」
の
概
念
、
特
に

「
天
」
と
「
聖
人
の
道
」
と
の
関
係
が
学
界
の
耳
目
を
集
め
た
こ
と
は
周
知
の
ご
と
く
で

あ
る
（
注
１
）

。 

こ
れ
を
め
ぐ
っ
て
許
多
の
成
果
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
と
は
言
っ
て
も
、
徂
徠
に
お
け
る

「
天
」
に
つ
い
て
、
や
は
り
幾
つ
か
未
解
決
の
問
題
が
あ
ろ
う
。
例
え
ば
徂
徠
は
、
「
古

の
聖
人
、
欽
崇
敬
畏
に
こ
れ
遑
あ
ら
ざ
り
し
こ
と
、
か
く
の
ご
と
く
そ
れ
至
れ
る
者
は
、

そ
の
得
て
測
る
べ
か
ら
ざ
る
を
以
て
の
故
な
り
」
（
注
２
）
と
説
き
、
天
が
神
秘
的
・
不
可

測
的
な
も
の
で
あ
り
、
聖
人
さ
え
も
「
天
」
の
実
在
を
測
り
得
な
い
と
述
べ
る
。
し
か
し

聖
人
は
、
「
天
地
の
道
に
通
じ
、
人
物
の
性
を
尽
く
し
」
（
注
３
）
、
す
な
わ
ち
天
地
万
物

の
法
則
・
性
質
を
測
り
尽
く
し
た
上
で
「
道
」
を
作
り
上
げ
た
と
も
言
う
。
一
見
す
る
と

矛
盾
す
る
か
の
ご
と
き
二
つ
の
表
現
を
い
か
に
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。 

筆
者
は
こ
れ
に
答
え
る
た
め
に
、
徂
徠
に
お
け
る
「
天
」
の
両
義
性
に
注
目
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
徂
徠
の
著
作
に
お
い
て
「
天
」
の
概
念
は
、
主
に
客
観

的
な
「
天
地
宇
宙
の
実
在
」
と
、
人
格
的
な
意
志
を
持
つ
「
天
心
」
と
い
う
二
つ
の
意
味

と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
先
学
に
よ
っ
て
既
に
論
及
さ
れ
て
い
る
が
（
注
４
）
、
殊
に
両

者
の
相
違
に
対
す
る
考
察
は
未
だ
十
分
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

徂
徠
学
に
お
い
て
「
天
地
宇
宙
」
と
「
天
心
」
と
い
う
二
つ
の
天
の
性
格
は
大
き
く
異

な
る
。
徂
徠
は
度
々
、
「
天
」
を
不
可
測
的
な
も
の
と
述
べ
る
が
、
彼
の
言
葉
を
詳
細
に

分
析
す
れ
ば
「
天
地
宇
宙
」
と
「
天
心
」
の
「
不
可
測
」
は
同
じ
意
味
で
は
な
い
よ
う
に

見
え
る
。
従
来
、
か
か
る
視
点
か
ら
荻
生
徂
徠
に
お
け
る
「
天
」
の
意
義
を
考
察
す
る
こ

と
は
足
り
な
か
っ
た
。 

故
に
、
徂
徠
学
の
構
造
下
の
「
天
」
の
意
義
と
、
そ
の
位
置
付
け
を
明
確
に
す
る
た
め
、

「
天
地
宇
宙
の
実
在
」
と
「
天
心
」
と
に
分
け
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。 

本
稿
は
、
徂
徠
に
お
け
る
「
天
地
宇
宙
の
実
在
」
と
「
天
心
」
と
い
う
二
つ
の
「
天
」

の
間
の
相
違
に
注
目
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
不
可
測
」
の
意
味
を
分
析
す
る
。
そ
し
て
「
先

王
の
道
」
の
制
作
に
お
い
て
も
、
二
つ
の
「
天
」
の
意
義
を
考
察
す
る
。
か
か
る
作
業
を

通
し
て
徂
徠
学
に
お
け
る
「
天
」
の
両
義
性
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
「
天
」
と
「
先
王

の
道
」
と
の
関
係
を
再
構
築
す
る
こ
と
を
試
み
る
。 
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一 

二
つ
の
「
天
」
の
相
違 

 

前
述
の
ご
と
く
荻
生
徂
徠
の
場
合
、
天
の
概
念
は
主
に
「
天
地
宇
宙
の
実
在
」
と
「
天

心
」
と
い
う
二
つ
の
意
味
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
ま
ず
は
こ
の
点
を

史
料
に
即
し
て
確
認
し
て
い
こ
う
。
荻
生
徂
徠
は
「
天
道
」
の
概
念
を
も
っ
て
「
天
地
宇

宙
」
の
運
行
を
ま
と
め
る
。 

 

け
だ
し
日
月
星
辰
こ
こ
に
繋
り
、
風
雷
雲
雨
こ
こ
に
行
は
れ
、
寒
暑
昼
夜
、
往
来
し

て
已
ま
ず
。
深
玄
や
測
る
べ
か
ら
ず
、
杳
冥
や
度
る
べ
か
ら
ず
。
万
物
資
り
て
始

る
。
吉
凶
禍
福
は
、
そ
の
然
る
を
知
ら
ず
し
て
然
る
者
な
り
。
静
か
に
し
て
こ
れ
を

観
れ
ば
、
ま
た
そ
の
由
る
所
の
者
あ
る
に
似
た
り
。
故
に
こ
れ
を
天
道
と
謂
ふ
。

（
注
５
） 

 

徂
徠
に
よ
れ
ば
、
あ
ま
り
明
瞭
で
は
な
い
に
し
ろ
、
「
天
地
宇
宙
」
の
運
行
に
は
一
定

の
方
向
性
が
あ
る
。
そ
の
方
向
性
が
い
わ
ゆ
る
「
天
道
」
で
あ
る
。
ま
た
別
の
箇
所
で
も

「
天
地
の
道
理
」
、
「
天
地
の
道
」
と
い
っ
た
概
念
を
用
い
て
、
天
地
宇
宙
の
運
行
の
方

向
性
を
述
べ
て
い
る
。 

さ
ら
に
徂
徠
は
、
天
地
宇
宙
の
流
行
に
は
あ
る
超
越
的
な
意
志
が
内
在
す
る
と
言
う
。 

 

後
世
の
学
者
は
、
私
智
を
逞
し
く
し
自
ら
用
ふ
る
を
喜
び
、
こ
の
心
敖
然
と
し
て

自
ら
高
し
と
し
、
先
王
・
孔
子
の
教
へ
に
遵
は
ず
、
そ
の
臆
に
任
せ
て
以
て
こ
れ
を

言
ひ
、
つ
ひ
に
「
天
は
す
な
は
ち
理
な
り
」
の
説
あ
り
。
そ
の
学
は
理
を
以
て
第
一

義
と
な
す
…
然
れ
ど
も
理
は
こ
れ
を
そ
の
臆
に
取
れ
ば
、
す
な
は
ち
ま
た
「
天
は

我
こ
れ
を
知
る
」
と
曰
ふ
。
あ
に
不
敬
の
甚
だ
し
き
に
非
ず
や
。
故
に
そ
の
説
を
究

む
れ
ば
、
必
ず
、
「
天
道
は
知
る
こ
と
な
し
」
に
至
り
て
極
る
。
程
子
曰
く
、
「
天

地
は
心
な
く
し
て
化
あ
り
」
と
。
あ
に
然
ら
ざ
ら
ん
や
。
易
に
曰
く
、
「
復
は
そ
れ

天
地
の
心
を
見
る
か
」
と
。
天
の
心
あ
る
は
、
あ
に
彰
彰
と
し
て
著
明
な
ら
ず
や
。

故
に
書
に
曰
く
、
「
こ
れ
天
は
親
し
む
こ
と
な
し
、
克
く
敬
す
る
に
こ
れ
親
し
む
」

と
。
ま
た
曰
く
、
「
天
道
は
善
に
福
し
淫
に
禍
す
」
と
。
易
に
曰
く
、
「
天
道
は
盈

て
る
を
虧
き
て
謙
な
る
に
益
す
」
と
。
孔
子
曰
く
、
「
罪
を
天
に
獲
ば
、
禱
る
所
な

き
な
り
」
と
。
あ
に
天
の
心
を
以
て
こ
れ
を
言
ふ
に
非
ず
や
。
（
注
６
） 

 

徂
徠
は
「
天
」
の
意
志
を
否
定
し
た
宋
学
を
批
判
し
、
「
天
地
宇
宙
の
実
在
」
に
は
意

志
を
持
つ
「
天
心
」
が
存
在
す
る
立
場
を
堅
持
す
る
。 

平
石
直
昭
氏
が
整
理
し
た
よ
う
に
、
儒
教
の
伝
統
に
お
い
て
「
天
」
と
い
う
概
念
は
そ

も
そ
も
「
人
格
神
」
「
自
然
の
理
法
」
「
外
的
（
物
理
的
）
な
天
」
な
ど
、
多
様
な
意
味

を
持
つ
（
注
７
）
。
そ
れ
故
、
徂
徠
が
説
く
両
義
的
な
「
天
」
の
概
念
は
独
創
的
な
も
の
で

は
な
か
ろ
う
。
む
し
ろ
、
儒
教
の
伝
統
に
由
来
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
特
に
注
意

を
要
す
る
の
は
、
徂
徠
は
「
天
地
宇
宙
」
の
運
行
が
必
ず
し
も
「
天
心
」
の
意
志
に
従
う

と
は
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
彼
の
言
う
「
天
地
宇
宙
の
実
在
」
と
「
天
心
」
の
意
志
と
の

間
は
隔
た
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
か
か
る
ギ
ャ
ッ
プ
こ
そ
、
徂
徠
に
独
特
な

考
え
で
あ
ろ
う
。 

 

総
ジ
テ
天
地
ノ
道
理
、
古
キ
モ
ノ
ハ
次
第
ニ
消
失
セ
、
新
キ
物
生
ズ
ル
コ
ト
、
道
理

ノ
常
也
。
天
地
ノ
間
ノ
一
切
ノ
物
、
皆
如
此
。
古
キ
物
ヲ
何
程
イ
ツ
マ
デ
モ
抱
ヘ
置

度
思
フ
ト
モ
、
力
ニ
不
叶
コ
ト
也
。
材
木
モ
朽
失
セ
、
五
穀
モ
年
々
ニ
出
来
替
、
人

モ
年
寄
タ
ル
ハ
死
失
テ
新
キ
人
入
替
ル
コ
ト
也
。
又
天
地
ノ
道
理
、
下
ヨ
リ
段
々

上
テ
上
ニ
ナ
ル
。
昇
リ
詰
タ
ル
ハ
次
第
ニ
消
失
テ
下
ヨ
リ
入
替
ル
コ
ト
、
是
又
理

ノ
常
也
。
道
理
如
斯
。
然
ル
ニ
治
ノ
道
ハ
、
古
キ
功
ア
ル
人
ノ
家
ヲ
バ
随
分
ニ
介
抱
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シ
テ
、
成
タ
ケ
家
ノ
続
ク
程
ハ
続
ク
様
ニ
シ
、
又
家
内
ノ
老
人
、
曾
祖
父
母
・
祖
父

母
・
父
母
等
モ
寿
命
イ
ツ
迄
モ
長
カ
ラ
ン
ト
祈
リ
、
早
ク
死
ネ
ト
ハ
仮
初
ニ
モ
不

思
ハ
人
情
ノ
常
也
。
去
共
天
地
ノ
道
理
ト
人
情
ノ
常
ト
ハ
違
フ
物
ニ
テ
、
何
程
カ

カ
ヘ
置
度
思
ト
モ
、
兎
角
古
キ
物
ハ
消
失
ル
コ
ト
也
。
（
注
８
） 

 

徂
徠
の
考
え
で
は
、
「
天
地
の
道
理
」
と
し
て
世
の
中
の
す
べ
て
は
衰
え
、
最
後
に
は

消
え
て
し
ま
う
。
こ
の
法
則
は
人
間
の
意
志
と
関
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
客
観
性
を
持
つ
。

人
間
は
家
や
国
家
が
末
長
く
存
続
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
が
、
世
界
の
発
展
は
こ
れ
に
応

ぜ
ず
、
客
観
的
な
「
天
地
の
道
理
」
に
し
た
が
っ
て
運
行
し
て
い
る
。 

特
に
注
意
す
べ
き
な
の
は
、
こ
の
「
天
地
の
道
理
」
は
単
な
る
自
然
世
界
の
法
則
を
指

す
だ
け
で
は
な
く
、
客
観
的
な
人
間
世
界
の
成
り
行
き
を
含
む
と
い
う
点
で
あ
る
（
注
９
）
。

上
記
の
引
用
箇
所
に
続
い
て
、
徂
徠
は
次
の
ご
と
く
述
べ
て
い
る
。 

 

太
平
久
ク
経
レ
バ
、
能
人
下
ニ
有
テ
上
ノ
人
ハ
愚
ニ
成
行
ク
。
如
何
様
ナ
ル
事
ナ

レ
バ
、
総
テ
人
ノ
才
智
ハ
、
様
々
ノ
難
儀
・
困
窮
ヲ
ス
ル
ヨ
リ
出
来
ル
者
也
…
難

儀
・
困
窮
ニ
様
々
逢
ト
キ
ハ
、
様
々
ニ
揉
レ
テ
才
智
タ
ク
マ
シ
ク
成
ル
。
是
自
然
ノ

道
理
ナ
リ
。
（
注
10
） 

代
々
大
禄
・
高
官
ナ
ル
人
モ
、
其
先
祖
ハ
何
レ
モ
戦
国
ノ
時
生
死
ノ
場
ヲ
経
テ
、
様

々
ノ
難
儀
ニ
逢
タ
ル
ヨ
リ
才
智
生
ジ
テ
、
夫
故
功
ヲ
立
テ
テ
大
禄
・
高
官
ニ
成
タ

レ
ド
モ
、
其
子
孫
ハ
代
々
大
禄
・
高
官
ナ
ル
故
、
生
ナ
ガ
ラ
ノ
上
人
ニ
テ
、
何
ノ
難

儀
ヲ
モ
セ
ネ
バ
、
才
智
ノ
可
生
様
ナ
シ
。
位
高
ク
下
ト
隔
リ
タ
レ
バ
、
下
ノ
情
ニ
疎

ク
、
家
来
ノ
誉
ソ
ヤ
サ
レ
テ
育
タ
ル
故
、
智
恵
モ
ナ
シ
。
我
智
恵
ヲ
自
慢
シ
、
生
マ

レ
ナ
ガ
ラ
人
ニ
敬
ハ
ル
レ
バ
、
元
来
カ
ク
可
有
ト
思
フ
故
、
上
ノ
御
恩
ヲ
モ
サ
マ

デ
感
ジ
入
、
有
難
シ
ト
思
事
モ
ナ
シ
。
自
ラ
我
儘
ニ
シ
テ
、
下
ヲ
虫
ケ
ラ
ノ
如
ク
思

フ
。
是
又
人
情
ニ
テ
、
箇
様
ニ
成
行
事
自
然
ノ
道
理
ニ
テ
、
上
タ
ル
人
ハ
生
レ
ナ
ガ

ラ
才
智
有
テ
モ
、
此
病
免
レ
難
シ
。
（
注
11
） 

 

太
平
の
世
に
な
る
と
上
位
の
統
治
者
は
無
能
に
な
る
。
そ
し
て
被
治
者
の
中
か
ら
有
能

者
が
出
る
。
ま
た
上
下
が
隔
て
て
、
疎
通
が
で
き
な
く
な
る
。
徂
徠
の
考
え
で
は
、
人
間

世
界
の
こ
の
よ
う
な
成
り
行
き
は
、
「
天
地
の
気
」
の
運
行
と
同
様
に
客
観
的
な
「
自
然

の
道
理
」
に
従
う
。 

 

一
年
ノ
内
ニ
モ
、
春
夏
ハ
天
ノ
気
下
ヘ
下
リ
、
地
ノ
気
上
ヘ
升
リ
、
天
地
和
合
シ
テ

万
物
成
長
ス
。
秋
冬
ニ
ナ
レ
バ
、
天
ノ
気
ハ
升
リ
、
地
ノ
気
ハ
下
リ
、
天
地
隔
リ
テ

和
合
セ
ズ
、
万
物
枯
失
ル
。
人
ノ
世
界
モ
又
此
ノ
如
シ
…
下
ニ
ア
ル
才
智
ノ
人
ヲ

取
立
ヌ
ト
キ
ハ
、
上
ノ
心
下
ヘ
行
ワ
タ
ラ
ヌ
故
、
天
地
ノ
気
下
ヌ
ガ
如
シ
。
去
バ
能

人
下
ヨ
リ
升
ラ
ネ
バ
、
下
ノ
情
上
ヘ
通
達
セ
ズ
、
地
ノ
気
升
ラ
ヌ
ガ
如
シ
。
上
下
ノ

間
隔
リ
テ
一
存
ナ
ラ
ヌ
故
、
天
地
ノ
不
和
合
ル
ガ
如
ク
ニ
テ
、
国
家
ノ
衰
ル
コ
ト
、

秋
冬
ニ
万
物
ノ
枯
失
ス
ル
ガ
如
シ
。
（
注
12
） 

 

「
秋
冬
」
に
至
る
と
、
万
物
が
枯
れ
る
の
と
同
然
に
、
「
自
然
の
道
理
」
に
則
し
て
、

人
間
社
会
の
成
り
行
き
は
つ
い
に
国
家
体
制
の
崩
壊
を
迎
え
る
。 

し
か
し
徂
徠
は
、「
天
心
」
に
見
ら
れ
る
意
志
が
客
観
的
世
界
の
方
向
性
と
し
て
の
「
天

地
の
道
理
」
と
単
純
に
一
致
す
る
と
考
え
た
わ
け
で
は
な
い
。
徂
徠
は
た
び
た
び
人
が
「
天

心
」
を
測
れ
な
い
と
説
い
て
い
る
が
、
彼
の
論
理
を
詳
細
に
考
察
す
れ
ば
、
「
天
心
」
の

存
在
は
や
は
り
重
要
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
不
可
測
的
な
存
在
だ
と
説
い

て
い
る
が
、
徂
徠
は
「
天
心
」
に
対
し
て
、
自
分
な
り
の
理
解
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
読
者
と
し
て
、
徂
徠
に
お
け
る
「
天
心
」
の
位
置
づ
け
、
特
に
「
聖

人
の
道
」
と
「
天
心
」
と
の
関
係
か
ら
、
彼
に
お
け
る
「
天
心
」
の
性
格
を
あ
る
程
度
推

測
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。 
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徂
徠
に
よ
れ
ば
、
も
ち
ろ
ん
聖
人
は
ひ
た
す
ら
客
観
的
世
界
の
成
り
行
き
を
放
任
す
る

わ
け
で
は
な
い
。
聖
人
は
国
家
体
制
の
存
続
さ
せ
る
た
め
に
「
礼
楽
刑
政
」
の
制
度
を
作

り
上
げ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
先
王
の
道
は
、
天
下
を
安
ん
ず
る
の
道
な
り
」

（
注
13
）

で
あ
る
。
そ
し
て
先
王
の
「
制
作
」
は
天
命
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

先
王
の
道
は
、
先
王
の
造
る
所
な
り
。
天
地
自
然
の
道
に
非
ざ
る
な
り
。
け
だ
し
先

王
、
聡
明
睿
智
の
徳
を
以
て
、
天
命
を
受
け
、
天
下
に
王
た
り
。
そ
の
心
は
、
一
に
、

天
下
を
安
ん
ず
る
を
以
て
務
め
と
な
す
。
（
注
14
） 

「
命
」
な
る
者
は
道
の
本
な
り
。
天
命
を
受
け
て
天
子
と
為
り
公
卿
と
為
り
大
夫

士
と
為
る
…
聖
人
の
道
を
立
つ
る
は
、
天
命
を
奉
じ
て
以
て
之
れ
を
行
ふ
。
（
注
15
） 

 

し
た
が
っ
て
、
「
天
命
」
を
下
す
主
体
と
し
て
の
「
天
心
」
は
国
家
の
存
続
を
期
待
す

る
と
推
論
で
き
る
。 

ま
と
め
る
と
、
「
天
地
宇
宙
の
実
在
」
と
し
て
の
天
は
客
観
的
な
存
在
で
あ
り
、
人
間

の
意
志
・
道
徳
観
と
関
係
な
く
、
一
定
の
方
向
に
運
行
し
て
い
る
。
そ
れ
に
従
う
以
上
、

人
間
の
社
会
や
国
家
を
含
む
万
物
は
必
ず
崩
壊
に
向
か
っ
て
い
く
。
そ
れ
に
対
し
て
「
天

心
」
の
意
志
は
社
会
や
国
家
の
存
続
を
期
待
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
客
観
的
世
界
の

運
行
の
方
向
性
と
「
天
心
」
の
意
志
は
一
致
し
て
い
な
い
と
言
え
よ
う
。 

前
述
の
ご
と
く
徂
徠
の
考
え
で
は
、
「
天
す
な
わ
ち
理
な
り
」
と
い
う
宋
学
の
論
理
は

「
天
心
」
の
存
在
を
否
定
し
て
い
る
。
確
か
に
土
田
健
次
郎
氏
が
指
摘
さ
れ
た
通
り
、
朱

子
学
に
お
け
る
「
天
心
」
は
思
慮
す
る
人
格
者
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
天
地
宇
宙
」
の
方

向
性
を
指
す
の
で
あ
っ
た
（
注
16
）

。 

し
か
し
朱
子
学
の
論
理
に
お
い
て
、
人
間
社
会
の
倫
理
や
秩
序
は
直
接
に
「
天
地
宇
宙
」

の
「
理
」
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
徂
徠
の
考
え
で
は
、
「
天
地
宇

宙
」
は
人
間
の
意
志
と
関
係
な
く
客
観
的
に
運
行
す
る
実
在
で
あ
る
。
か
か
る
客
観
的
実

在
で
構
成
さ
れ
た
世
界
に
お
い
て
あ
ら
た
め
て
社
会
秩
序
の
根
源
を
確
立
す
る
た
め
に
、

徂
徠
は
客
観
的
世
界
の
方
向
性
以
外
に
、
さ
ら
に
「
天
心
」
の
意
志
を
設
定
し
た
の
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
「
天
地
宇
宙
」
の
方
向
と
「
天
心
」
の
意
志
が
無
関
係
と
し
て
現
れ
て

き
た
の
で
あ
っ
た
。 

 

二 

二
つ
の
「
不
可
測
」 

  

「
天
地
宇
宙
の
実
在
」
と
「
天
心
」
と
い
う
二
種
類
の
天
は
、
上
述
の
ご
と
く
異
な
る

性
格
を
備
え
て
い
る
。
か
か
る
二
つ
の
天
の
特
徴
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
次
に
徂
徠
の
論
理

に
お
い
て
「
聖
人
の
道
」
の
制
作
に
あ
た
っ
て
各
々
の
天
の
意
義
が
異
な
る
こ
と
を
見
て

い
こ
う
。 

 

「
聖
人
の
道
」
と
「
天
」
の
関
係
を
考
察
し
て
い
く
準
備
作
業
と
し
て
、
「
天
」
に
対

す
る
聖
人
の
認
識
を
確
認
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
先
行
研
究
で
は
、
徂
徠
学
に
お
け

る
「
天
」
は
神
秘
的
な
も
の
で
あ
り
、
聖
人
を
含
む
人
間
全
体
に
と
っ
て
不
可
測
的
な
も

の
で
あ
る
と
し
ば
し
ば
説
明
さ
れ
る
（
注
17
）
。
こ
れ
に
対
し
て
、
聖
人
が
「
天
地
の
道
理
」

を
十
分
に
理
解
し
た
上
で
「
道
」
を
制
作
し
た
と
い
う
指
摘
も
見
ら
れ
る
（
注
18
）

。 

 

確
か
に
徂
徠
は
度
々
、
「
天
」
が
不
可
測
的
な
も
の
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
し
か
し

筆
者
の
考
え
で
は
、
「
不
可
測
」
で
あ
る
と
言
っ
て
も
徂
徠
の
場
合
に
お
い
て
、
「
天
地

宇
宙
の
実
在
」
と
「
天
心
」
そ
れ
ぞ
れ
の
「
不
可
測
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
異
な
っ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
故
に
、
ま
ず
二
つ
の
天
を
分
け
、
「
不
可
測
」
で
も
っ
て
語
ら

れ
る
内
容
を
検
討
し
て
い
く
。 

 

ま
ず
徂
徠
は
「
天
地
宇
宙
」
を
「
活
物
」
と
見
な
し
て
い
た
。
そ
れ
は
人
間
が
認
識
で

き
な
い
存
在
で
あ
る
。 

 

畢
竟
天
地
は
活
者
に
て
神
妙
不
測
な
る
物
に
候
を
、
人
の
限
あ
る
智
に
て
思
計
り
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候
故
、
右
の
ご
と
く
の
諸
説
御
座
候
得
共
、
皆
推
量
之
沙
汰
に
て
手
に
と
り
候
様

な
る
事
は
無
御
座
候
。
（
注
19
） 

天
地
も
活
物
、
人
も
活
物
に
候
故
、
天
地
と
人
と
の
出
合
候
上
、
人
と
人
と
の
出
合

候
上
に
は
、
無
盡
之
変
動
出
来
り
。
先
達
而
計
知
候
事
は
不
成
物
に
候
。
（
注
20
） 

  

「
天
地
宇
宙
」
は
「
活
物
」
で
あ
り
、
無
限
に
変
化
し
て
い
る
存
在
で
あ
る
。
ま
た
、

無
限
な
「
活
物
的
世
界
」
に
対
し
て
、
人
間
の
認
識
能
力
は
周
囲
の
環
境
・
風
俗
に
制
限

を
受
け
、
か
な
り
有
限
的
な
も
の
で
あ
る
。 

 

是
皆
、
此
国
、
今
ノ
風
俗
ニ
染
マ
リ
居
テ
、
心
ア
ワ
ヒ
モ
智
恵
ノ
ハ
タ
ラ
キ
モ
、
悉

ク
其
ク
ル
ワ
ヲ
出
ザ
ル
ガ
故
也
。
（
注
21
） 

是
モ
サ
キ
ニ
云
ヘ
ル
如
ク
、
此
国
、
今
ノ
世
ノ
風
俗
ニ
染
リ
居
テ
、
心
ア
ワ
ヒ
モ
智

恵
ノ
ハ
タ
ラ
キ
モ
、
其
ク
ル
ワ
ヲ
出
デ
ズ
、
カ
カ
ル
心
ヨ
リ
、
聖
人
ノ
道
ヲ
取
用
ル

ユ
ヘ
、
其
心
ニ
ハ
聖
人
ノ
道
ナ
リ
ト
思
ヘ
ド
モ
、
全
ク
吾
物
ズ
キ
ノ
筋
ヲ
離
ザ
ル

コ
ト
ヲ
シ
ラ
ヌ
ナ
リ
。
（
注
22
） 

 

徂
徠
に
よ
れ
ば
、
人
間
の
認
識
能
力
は
「
ク
ル
ワ
」
に
制
限
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
の
「
ク

ル
ワ
」
は
、
個
人
の
経
験
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
認
識
能
力
の
限
界
を
指
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
徂
徠
は
田
舎
に
暮
ら
す
人
間
が
都
会
を
理
解
で
き
な
い
と
い
う
例
え
を
用
い

な
が
ら
、
「
ク
ル
ワ
」
を
説
明
す
る
（
注
23
）

。 

 

タ
ト
ヘ
バ
、
田
舎
人
ニ
都
ノ
事
ヲ
語
ン
ニ
、
タ
ト
ヒ
聡
明
ノ
人
ナ
リ
ト
モ
、
又
蘇
秦

張
儀
ガ
弁
ニ
テ
説
セ
タ
リ
ト
モ
、
ナ
ド
カ
ハ
会
得
ス
ベ
キ
、
只
都
ニ
ツ
レ
ユ
キ
テ

二
三
年
モ
置
タ
ラ
ン
ニ
ハ
、
イ
ツ
ノ
マ
ニ
カ
ハ
移
リ
ケ
ン
、
思
ハ
ズ
ニ
都
人
ト
ナ

リ
テ
、
後
ハ
己
ガ
故
郷
ノ
人
ヲ
ミ
テ
ハ
、
心
ヨ
リ
可
笑
ク
ナ
リ
テ
、
目
ヒ
キ
鼻
ヒ
キ

笑
コ
ト
ナ
ル
ヲ
、
ツ
グ
ツ
グ
ト
見
ル
ニ
、
生
ヲ
転
ジ
タ
ル
カ
ト
思
ハ
ル
。
（
注
24
） 

  

す
な
わ
ち
、
抽
象
的
な
言
葉
を
も
っ
て
観
念
上
の
知
識
を
伝
え
ら
れ
た
と
し
て
も
、
豊

か
な
現
実
は
実
感
で
き
な
い
。
人
間
の
経
験
は
有
限
的
な
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
世
界
は

無
限
に
豊
か
で
、
か
つ
変
化
し
て
い
る
。
有
限
な
経
験
で
無
限
な
世
界
全
体
を
推
察
す
る

に
は
限
界
が
あ
る
。
故
に
人
間
の
認
知
能
力
は
自
身
の
経
歴
に
制
限
さ
れ
る
。
有
限
な

「
智
」
（
認
識
能
力
）
を
持
つ
人
間
は
「
活
物
的
世
界
」
に
お
け
る
無
限
の
変
化
を
測
り

尽
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
「
天
地
宇
宙
の
実
在
」
の
「
不
可
測
」
は
、

人
間
の
認
識
能
力
の
限
界
に
対
し
て
言
わ
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

し
か
し
徂
徠
は
、
聖
人
が
一
般
の
人
々
を
超
え
る
「
聡
明
叡
智
」
を
備
え
、
「
天
地
の

道
」
を
測
り
尽
く
す
と
述
べ
る
。
徂
徠
に
お
い
て
、
聖
人
の
「
聡
明
叡
智
」
は
天
に
授
け

ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
一
般
の
人
々
は
い
か
に
学
ん
で
も
、
聖
人
に
な
れ
な
い
。
か
か
る

主
張
は
、
一
般
の
人
々
で
も
聖
人
に
な
れ
る
と
い
う
朱
子
学
の
立
場
と
異
な
っ
て
い
る
。 

 

先
王
の
聡
明
睿
智
の
徳
は
、
こ
れ
を
天
性
に
稟
く
。
凡
人
の
能
く
及
ぶ
所
に
非
ず
。

（
注
25
） 

古
の
天
子
は
聡
明
睿
智
の
徳
あ
り
、
天
地
の
道
に
通
じ
、
人
物
の
性
を
尽
く
し
、
制

作
す
る
所
あ
り
。
功
、
神
明
に
侔
し
く
、
利
用
厚
生
の
道
、
こ
こ
に
お
い
て
か
立

ち
、
し
か
う
し
て
万
世
そ
の
徳
を
被
ら
ざ
る
は
な
し
。
（
注
26
） 

 
 

先
王
や
聖
人
は
一
般
の
人
々
と
別
格
な
存
在
で
あ
り
、
天
授
の
無
限
な
知
恵
を
持
つ
。

し
た
が
っ
て
聖
人
の
認
識
能
力
は
「
ク
ル
ワ
」
の
制
限
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
「
大
」
な

る
天
地
万
物
の
全
体
を
測
り
尽
く
せ
る
と
説
く
。 

 

故
に
理
は
い
や
し
く
も
こ
れ
を
窮
め
ず
ん
ば
、
す
な
は
ち
能
く
得
て
一
に
す
る
こ
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と
な
し
。
然
れ
ど
も
、
天
下
の
理
は
、
あ
に
窮
め
尽
く
す
べ
け
ん
や
。
た
だ
聖
人
の

み
能
く
我
の
性
を
尽
く
し
、
能
く
人
の
性
を
尽
く
し
、
よ
く
物
の
性
を
尽
く
し
て
、

天
地
と
そ
の
徳
を
合
す
。
故
に
た
だ
聖
人
の
み
、
能
く
理
を
窮
め
て
こ
れ
が
極
を

立
つ
る
こ
と
あ
り
。
（
注
27
） 

そ
れ
理
な
る
者
は
事
物
に
み
な
こ
れ
あ
り
。
故
に
理
な
る
者
は
繊
細
な
る
者
。
宋

儒
の
意
、
謂
ヘ
ら
く
、
そ
の
細
を
合
せ
ば
以
て
そ
の
大
を
成
す
べ
し
と
。
あ
に
そ
れ

然
ら
ん
や
。
銖
銖
に
し
て
こ
れ
を
求
む
れ
ば
、
鈞
に
至
り
て
差
ひ
、
寸
寸
に
し
て
こ

れ
を
求
む
れ
ば
、
丈
に
至
り
て
差
ふ
。
何
と
な
れ
ば
、
凡
人
の
見
る
所
の
者
は
小
に

し
て
、
聖
人
の
見
る
所
の
者
は
大
な
れ
ば
な
り
。
見
る
所
の
者
大
な
れ
ば
、
す
な
は

ち
小
な
る
者
遺
さ
ず
。
聖
人
の
及
ぶ
べ
か
ら
ざ
る
所
以
な
り
。
（
注
28
） 

 

 

世
界
は
無
限
で
豊
か
な
存
在
で
あ
る
が
、
一
般
に
認
識
し
得
る
の
は
個
別
的
な
事
物
だ

け
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
個
別
的
な
法
則
を
帰
納
し
た
と
し
て
も
世
界
全
体
へ
の
認

識
へ
と
拡
大
で
き
な
い
。
対
照
的
に
、
聖
人
は
一
般
の
人
々
を
超
え
る
無
限
な
知
恵
を
持

ち
、
「
天
地
宇
宙
の
実
在
」
を
測
り
尽
く
し
、
世
界
全
体
、
す
な
わ
ち
「
大
」
を
そ
の
ま

ま
に
認
識
で
き
る
。 

 

徂
徠
は
、
聖
人
で
あ
れ
ば
世
界
の
全
体
を
認
識
し
得
る
と
明
言
し
て
い
る
わ
け
で
あ

る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
先
行
研
究
の
よ
う
に
、
認
識
不
可
能
な
「
活
物
的
世
界
」
が
、
そ

れ
故
に
畏
敬
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
と
理
解
す
る
の
は
間
違
い
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

（
注
29
）
。
本
稿
の
視
座
か
ら
す
れ
ば
、
徂
徠
の
言
う
、
聖
人
も
認
識
で
き
ず
に
畏
敬
す
る

「
天
」
と
は
、
「
天
地
宇
宙
の
実
在
」
と
し
て
の
天
で
は
な
く
、
人
格
的
な
意
志
を
持
つ

「
天
心
」
の
そ
れ
を
指
す
と
考
え
ら
れ
よ
う
。 

 

そ
れ
天
の
人
と
倫
を
同
じ
く
せ
ざ
る
や
、
な
ほ
人
の
禽
獣
と
倫
を
同
じ
く
せ
ざ
る

が
ご
と
し
。
故
に
人
を
以
て
禽
獣
の
心
を
視
れ
ば
、
あ
に
得
べ
け
ん
や
。
然
れ
ど
も

禽
獣
に
心
な
し
と
謂
ふ
は
不
可
な
り
。
あ
あ
、
天
は
あ
に
人
の
心
の
ご
と
く
な
ら

ん
や
。
け
だ
し
天
な
る
者
は
、
得
て
測
る
べ
か
ら
ざ
る
者
な
り
。
故
に
曰
く
、
「
天

命
、
常
な
し
」
、
「
こ
れ
命
、
常
に
お
い
て
せ
ず
」
と
。
古
の
聖
人
、
欽
崇
敬
畏
に

こ
れ
遑
あ
ら
ざ
り
し
こ
と
、
か
く
の
ご
と
く
そ
れ
至
れ
る
者
は
、
そ
の
得
て
測
る

べ
か
ら
ざ
る
を
以
て
の
故
な
り
。
（
注
30
） 

  

線
で
強
調
し
た
部
分
を
読
め
ば
、
聖
人
が
認
識
で
き
ず
に
畏
敬
す
る
「
天
」
は
、
「
天

命
」
を
授
け
る
主
体
と
し
て
の
「
天
心
」
で
あ
る
。
付
け
加
え
る
な
ら
、
「
天
心
」
の
不

可
測
性
は
認
識
能
力
の
限
界
に
由
来
し
た
も
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
「
天
心
」
は
完

全
に
人
間
を
超
越
し
て
お
り
、
例
え
ば
人
間
が
禽
獣
の
心
を
測
り
得
な
い
の
と
同
様
、
聖

人
を
含
む
人
間
は
「
天
心
」
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

 

さ
て
、
徂
徠
学
に
お
い
て
、
「
天
心
」
は
人
間
に
超
越
す
る
存
在
で
あ
り
、
畏
敬
す
べ

き
も
の
で
あ
っ
た
。
「
天
心
」
を
認
識
し
よ
う
と
い
う
意
図
す
ら
天
に
対
す
る
不
敬
と
さ

れ
る
。 

 

そ
れ
天
な
る
者
は
、
知
る
べ
か
ら
ざ
る
者
な
り
。
か
つ
聖
人
は
天
を
畏
る
。
故
に
た

だ
「
命
を
知
る
」
と
曰
ひ
、
「
我
を
知
る
者
は
そ
れ
天
か
」
と
曰
ひ
て
、
い
ま
だ
か

つ
て
天
を
知
る
こ
と
を
言
は
ざ
る
は
、
敬
の
至
り
な
り
。
（
注
31
） 

夫
れ
思
・
孟
「
天
を
知
る
」
と
言
ひ
し
自
り
し
て
、
後
儒
天
を
知
ら
ん
と
欲
し
、
或

ひ
は
天
は
理
な
り
と
曰
ひ
、
或
ひ
は
天
は
心
な
し
と
曰
ふ
。
あ
に
不
敬
の
甚
だ
し

き
に
あ
ら
ず
邪
。
（
注
32
） 

 

 

徂
徠
は
天
人
関
係
に
お
い
て
、
「
天
心
」
の
意
志
に
絶
対
的
な
優
位
を
与
え
る
。
天
は

人
間
を
知
り
、
さ
ら
に
「
命
」
を
与
え
る
。
一
方
の
人
間
は
と
言
え
ば
、
「
天
命
」
を
受

け
取
り
は
す
る
も
の
の
、
そ
こ
か
ら
遡
及
的
に
天
の
意
志
を
測
る
こ
と
は
で
き
な
い
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（
注
33
）
。
子
思
・
孟
子
以
来
、
後
世
の
儒
者
が
理
に
よ
っ
て
天
を
測
り
、
さ
ら
に
「
天
心
」

の
存
在
を
否
定
す
る
こ
と
は
甚
だ
不
敬
で
あ
る
と
説
く
。 

 

前
述
の
ご
と
く
、
徂
徠
の
論
理
で
は
、
一
般
の
人
々
の
認
知
能
力
は
限
界
が
あ
る
た
め
、

無
限
に
豊
富
で
、
変
化
し
て
い
る
「
天
地
宇
宙
」
の
全
貌
は
窺
い
知
れ
な
い
。
そ
う
で
あ

る
か
ら
と
言
っ
て
、
「
天
地
宇
宙
の
実
在
」
を
探
究
す
る
こ
と
が
特
に
禁
止
さ
れ
る
わ
け

で
は
な
い
。 

 

陰
陽
な
る
者
は
、
聖
人
、
易
を
作
る
に
、
立
て
て
以
て
天
の
道
と
な
せ
し
所
の
者
な

り
。
い
は
ゆ
る
極
な
り
。
学
者
、
陰
陽
を
以
て
準
と
な
し
、
こ
れ
を
以
て
し
て
天
道

の
流
行
、
万
物
の
自
然
を
観
れ
ば
、
す
な
は
ち
或
い
は
以
て
こ
れ
を
窺
ふ
に
足
る

に
庶
き
な
り
。
（
注
34
） 

 

こ
こ
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
聖
人
は
「
天
地
の
道
」
を
理
解
し
た
上
で
、
具
体
的
な
世

界
の
実
態
を
抽
象
的
な
「
極
」
に
ま
と
め
た
。
一
般
の
人
々
で
も
、
聖
人
が
作
っ
た
「
極
」

に
よ
る
こ
と
で
万
物
流
行
の
一
端
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 

そ
れ
に
対
し
て
「
天
心
」
の
「
不
可
測
」
は
、
「
天
心
」
の
超
越
性
に
由
来
す
る
の
で

あ
っ
た
。
徂
徠
は
「
天
心
」
を
崇
高
な
、
あ
る
い
は
超
越
的
な
存
在
と
見
る
。
よ
っ
て
、

天
の
意
志
を
問
う
こ
と
は
タ
ブ
ー
と
な
り
、
禁
じ
ら
れ
る
。
聖
人
を
含
む
人
間
全
体
が
、

ひ
た
す
ら
崇
高
な
「
天
心
」
を
畏
敬
す
べ
き
こ
と
が
説
か
れ
る
の
で
あ
っ
た
。 

 

三 

二
つ
の
「
天
」
と
「
聖
人
の
道
」 

  

二
つ
の
天
の
「
不
可
測
」
の
意
義
に
は
、
前
節
で
見
た
ご
と
き
相
違
が
存
在
し
た
。
ま

た
聖
人
に
お
い
て
も
、
二
つ
の
天
に
対
す
る
認
識
は
異
な
っ
た
。
で
は
、
聖
人
が
「
道
」

を
制
作
す
る
場
合
、
か
か
る
二
つ
の
天
は
各
々
い
か
な
る
意
義
を
持
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。

次
に
こ
の
問
題
を
検
討
し
て
い
く
。 

  

既
に
述
べ
た
如
く
、
社
会
体
制
の
存
続
と
い
う
「
道
」
の
目
的
は
、
「
天
地
宇
宙
」
の

運
行
の
方
向
に
反
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
「
道
」
の
制
作
は
恣
意
的
な
作
為
で
は
な
い
。

客
観
的
な
事
物
の
性
質
を
十
分
に
理
解
し
た
上
で
、
そ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
で
「
道
」
は

作
り
上
げ
ら
れ
た
。 

 

聖
人
ハ
此
道
理
ヲ
知
ロ
シ
召
テ
、
世
ノ
長
久
ナ
ラ
ン
タ
メ
ニ
賞
罰
ノ
法
ヲ
立
、
下

タ
ル
者
ノ
才
智
ア
ル
ヲ
立
身
サ
セ
執
立
テ
、
上
タ
ル
者
ノ
実
子
ナ
ク
テ
滅
亡
ス
ベ

キ
ト
、
悪
事
有
テ
滅
亡
ス
ベ
キ
ハ
、
天
心
ニ
任
セ
テ
是
ヲ
亡
ス
。
如
此
ナ
レ
バ
、
賢

者
ハ
何
モ
上
ニ
有
テ
、
愚
者
ハ
イ
ツ
モ
下
ニ
有
ル
故
、
天
地
ノ
道
理
ニ
叶
フ
テ
、
代

ヲ
伝
ル
コ
ト
長
久
也
。
此
カ
ネ
合
ヲ
不
知
ト
キ
ハ
、
天
地
人
ノ
全
体
ノ
道
理
ニ
通

達
セ
ヌ
故
ニ
、
天
心
ニ
不
叶
。
誠
ノ
治
ニ
非
ズ
ト
知
ベ
シ
。
（
注
35
） 

 

 

「
天
心
」
に
適
い
、
「
世
の
長
久
」
を
実
現
す
る
に
は
、
「
天
地
人
全
体
の
道
理
に
通

達
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
聖
人
は
客
観
的
世
界
の
実
態
を
理
解
し
た
上

で
、
事
物
の
性
質
に
即
し
て
適
当
な
制
度
を
作
り
上
げ
、
客
観
的
世
界
の
成
り
行
き
を
「
世

の
長
久
」
の
方
向
に
導
く
。
「
聖
人
の
道
」
は
客
観
的
世
界
の
法
則
か
ら
直
接
に
類
推
さ

れ
る
も
の
で
は
な
い
も
の
の
、
そ
の
基
底
に
お
い
て
「
道
」
は
無
限
に
豊
富
な
「
活
物
的

世
界
」
に
接
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
（
注
36
）

。 

 

ま
た
、
徂
徠
に
お
け
る
「
聖
人
の
道
」
の
内
容
は
無
限
に
広
大
で
あ
り
、
無
窮
の
事
象

に
応
対
で
き
る
。
徂
徠
の
論
理
で
は
、
「
道
」
に
内
包
さ
れ
る
無
限
に
し
て
広
大
な
内
実

は
、
ま
さ
に
「
道
」
の
基
底
に
な
る
無
限
に
広
が
る
活
物
的
世
界
に
由
来
す
る
と
考
え
ら

れ
る
。 

 

徂
徠
は
、
先
王
の
「
礼
」
と
「
義
」
を
議
論
す
る
に
あ
た
っ
て
、
「
道
」
が
内
包
す
る

無
限
の
内
実
を
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
。 
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礼
は
物
な
り
。
衆
義
の
苞
塞
す
る
所
な
り
。
巧
言
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
ま
た
以
て
そ

の
義
を
尽
く
す
こ
と
能
は
ざ
る
者
な
り
。
（
注
37
） 

け
だ
し
先
王
の
、
礼
を
立
つ
る
や
、
そ
の
教
へ
た
る
こ
と
ま
た
周
き
か
な
。
然
れ
ど

も
礼
は
一
定
の
体
あ
り
、
し
か
う
し
て
天
下
の
事
は
窮
り
な
し
。
故
に
ま
た
義
を

立
つ
…
け
だ
し
義
な
る
者
は
道
の
分
な
り
、
千
差
万
別
、
お
の
お
の
宜
し
き
所
あ

り
。
故
に
曰
く
、
「
義
な
る
者
は
宜
な
り
」
と
。
先
王
す
で
に
そ
の
千
差
万
別
な
る

者
を
以
て
、
制
し
て
以
て
礼
と
な
す
。
学
者
は
な
ほ
そ
の
制
す
る
所
以
の
意
を
伝

ふ
。
こ
れ
い
は
ゆ
る
礼
の
義
な
り
。
（
注
38
） 

 

徂
徠
の
論
理
に
お
い
て
、
具
体
的
な
「
礼
」
は
一
定
の
形
式
を
持
つ
故
に
、
固
定
的
に

し
て
限
界
が
あ
る
の
で
、
無
窮
的
な
現
実
の
事
象
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ

に
対
し
て
、
「
義
」
と
は
「
礼
」
を
制
作
す
る
根
拠
、
原
則
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
無
限

で
多
様
で
あ
る
。
無
限
な
「
義
」
の
内
容
は
「
礼
」
の
形
式
に
内
包
さ
れ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
「
礼
」
を
実
行
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
「
義
」
の
内
容
を
体
得
し
て
活
用
す
れ

ば
、
千
差
万
別
、
無
窮
な
現
実
に
対
応
で
き
る
（
注
39
）

。 

 

そ
し
て
「
礼
」
に
含
ま
れ
た
無
限
な
「
義
」
の
内
容
は
、
ま
さ
に
無
限
な
現
実
世
界
の

実
態
に
対
す
る
認
識
に
基
づ
い
て
い
る
。 

 

か
つ
そ
の
聡
明
睿
智
の
徳
は
、
天
地
の
道
に
通
じ
、
人
物
の
性
を
尽
く
す
。
故
に
立

て
て
以
て
義
と
な
す
所
の
者
は
、
千
差
万
別
に
し
て
、
お
の
お
の
そ
の
宜
し
き
に

合
す
。
こ
れ
あ
に
人
人
の
能
く
す
る
所
な
ら
ん
や
。
（
注
40
） 

 聖
人
は
聡
明
叡
智
の
徳
に
よ
っ
て
、
天
地
の
道
や
人
物
の
性
質
を
測
り
尽
く
す
。
そ
れ

に
基
づ
き
、
千
差
万
別
の
現
実
に
応
じ
、
「
義
」
を
立
て
た
と
説
く
。
す
な
わ
ち
徂
徠
に

お
い
て
、
無
限
に
し
て
広
大
な
世
界
を
め
ぐ
る
認
識
が
「
道
」
の
基
底
を
構
成
す
る
。
よ

っ
て
「
聖
人
の
道
」
は
無
限
な
含
蓄
を
持
ち
、
故
に
千
差
万
別
の
現
実
に
応
対
し
得
る
の

で
あ
る
。 

 

徂
徠
に
お
い
て
、
「
道
」
を
制
作
す
る
聖
人
に
と
っ
て
、
「
天
地
宇
宙
」
は
特
に
神
秘

的
な
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
聖
人
は
「
天
地
宇
宙
」
の
全
体
を
知
り
尽
く
し
た
上
で

「
道
」
を
制
作
し
た
。
故
に
「
聖
人
の
道
」
は
無
限
・
広
大
な
内
容
を
持
つ
も
の
と
な
ろ

う
。
言
い
換
え
れ
ば
、
「
道
」
の
基
底
た
る
「
天
地
宇
宙
の
実
在
」
と
し
て
の
天
は
、
無

限
な
現
実
事
象
に
立
ち
向
か
う
「
道
」
の
有
効
性
を
担
保
し
て
い
る
。 

 

し
か
し
、
聖
人
が
「
天
地
宇
宙
の
実
在
」
を
知
り
尽
く
す
こ
と
は
「
道
」
の
有
効
性
を

確
保
す
る
だ
け
で
、
「
道
」
の
倫
理
的
価
値
を
説
明
し
得
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
周
知
の

ご
と
く
、
朱
子
学
に
お
け
る
宇
宙
天
地
の
法
則
と
し
て
の
「
理
」
は
同
時
に
人
間
の
倫
理

の
源
に
も
な
る
。
そ
れ
故
、
人
々
は
「
格
物
窮
理
」
を
通
し
て
道
徳
の
純
粋
化
を
求
め
、

自
己
の
価
値
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
対
し
て
徂
徠
は
、
人
間
社
会
と
関
わ

ら
な
い
客
観
的
存
在
と
し
て
の
「
活
物
的
世
界
」
を
主
張
し
て
い
る
。 

 

で
は
、
こ
の
客
観
的
世
界
に
お
い
て
社
会
秩
序
の
価
値
を
い
か
に
し
て
存
立
し
得
る
の

か
。
換
言
す
る
な
ら
、
国
家
体
制
を
含
む
万
物
は
す
べ
て
崩
壊
・
消
滅
へ
と
展
開
す
る
と

い
う
客
観
的
法
則
を
認
め
る
の
な
ら
、
な
ぜ
「
聖
人
」
は
か
か
る
世
界
の
成
り
行
き
に
反

し
て
ま
で
も
、
国
家
体
制
の
存
続
の
た
め
に
社
会
秩
序
と
し
て
の
「
道
」
を
制
作
す
る
の

か
。 

 

こ
の
問
題
に
対
し
て
徂
徠
は
、
「
天
心
」
の
意
志
を
通
し
て
「
道
」
の
価
値
を
裏
付
け
、

さ
ら
に
人
間
の
倫
理
を
構
築
し
た
と
言
え
よ
う
。
前
節
に
述
べ
た
よ
う
に
、
徂
徠
に
お
い

て
、
「
天
心
」
は
聖
人
に
と
っ
て
も
不
可
測
的
・
無
限
に
崇
高
な
存
在
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
う
し
た
崇
高
な
存
在
か
ら
授
け
ら
れ
る
「
天
命
」
も
神
聖
な
使
命
に
な
る
と
考
え
ら
れ

る
。
徂
徠
は
、
か
か
る
神
聖
な
「
天
命
」
に
基
づ
い
て
、
人
間
の
倫
理
を
立
ち
上
げ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
徂
徠
に
お
い
て
、
「
天
心
」
そ
の
も
の
は
聖
人
に
と
っ
て
も
測
り
得
な
い
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も
の
の
、
「
天
」
に
授
け
ら
れ
る
「
命
」
は
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
聖
人

が
「
道
」
を
制
作
す
る
こ
と
も
こ
の
「
天
命
」
を
受
け
た
か
ら
で
あ
る
。 

 

け
だ
し
先
王
の
道
は
、
天
を
敬
す
る
を
本
と
為
す
。
礼
楽
刑
政
、
み
な
天
命
を
奉
じ

て
以
て
之
を
行
ふ
。
（
注
41
） 

先
王
の
道
は
、
先
王
の
造
る
所
な
り
。
天
地
自
然
の
道
に
非
ざ
る
な
り
。
け
だ
し
先

王
、
聡
明
睿
智
の
徳
を
以
て
、
天
命
を
受
け
、
天
下
に
王
た
り
。
そ
の
心
は
、
一
に
、

天
下
を
安
ん
ず
る
を
以
て
務
め
と
な
す
。
（
注
42
） 

 

 

そ
し
て
「
天
心
」
は
完
全
に
超
越
的
で
崇
高
な
存
在
で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
、
「
聖
人
」

と
「
道
」
も
絶
対
的
な
価
値
を
授
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

こ
れ
み
な
喜
び
て
己
が
見
る
所
を
推
し
て
以
て
己
が
見
ざ
る
所
を
言
ひ
て
、
人
の

己
を
信
ぜ
ん
こ
と
を
求
む
る
者
な
り
。
そ
れ
孰
か
こ
れ
を
信
ぜ
ん
や
。
こ
れ
み
な

み
づ
か
ら
聖
と
す
る
者
な
り
。
古
の
聖
人
を
信
ぜ
ざ
る
者
な
り
、
天
を
敬
せ
ざ
る

者
な
り
。
（
注
43
） 

  

徂
徠
は
天
を
尊
崇
す
る
よ
う
に
、
ひ
た
す
ら
「
聖
人
」
を
信
じ
る
べ
き
と
述
べ
る
。
す

な
わ
ち
、
聖
人
は
天
の
意
志
を
代
行
す
る
た
め
、
絶
対
的
な
地
位
に
高
め
ら
れ
た
の
で
あ

る
。 

 

ま
た
徂
徠
に
お
い
て
「
道
」
の
目
的
は
、
「
安
天
下
」
す
な
わ
ち
社
会
体
制
の
存
続
を

目
的
と
す
る
。
そ
し
て
「
安
天
下
」
「
安
民
」
と
い
う
目
的
も
ま
た
、
「
天
心
」
の
意
志

に
由
来
す
る
と
言
う
。 

 

先
王
の
、
民
を
安
ん
ず
る
を
心
と
な
し
こ
の
道
を
た
つ
る
所
以
の
者
も
、
ま
た
天

命
を
知
る
を
以
て
な
り
。
（
注
44
） 

先
王
の
道
は
、
天
を
敬
し
鬼
神
を
敬
す
る
に
本
つ
か
ざ
る
者
な
し
。
こ
れ
它
な
し
。

仁
を
主
と
す
る
が
故
な
り
。
（
注
45
） 

 

 

「
仁
」
は
「
人
に
長
と
な
り
民
を
安
ん
ず
る
の
徳
」
（
注
46
）
で
あ
る
。
「
安
民
」
と
い

う
「
道
」
の
目
的
は
超
越
的
で
崇
高
な
天
の
意
志
に
由
来
す
る
た
め
、
疑
い
の
余
地
は
な

く
、
絶
対
的
な
価
値
を
持
つ
。 

  

ま
た
個
人
の
価
値
も
、
「
天
心
」
の
意
志
と
い
う
絶
対
的
価
値
に
統
括
さ
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
徂
徠
は
一
般
の
人
々
が
道
徳
的
に
完
璧
な
聖
人
へ
と
自
己
を
完
成
す
る
の

は
不
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
（
注
47
）
。
よ
っ
て
人
間
の
使
命
は
聖
人
を
目
指
す
こ
と
で
は

な
い
。
な
ぜ
な
ら
万
人
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
使
命
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

先
王
の
道
は
、
天
下
を
安
ん
ず
る
の
道
な
り
。
そ
の
道
は
多
端
な
り
と
い
へ
ど
も
、

要
は
天
下
を
安
ん
ず
る
に
帰
す
。
そ
の
本
は
天
命
を
敬
ず
る
に
在
り
。
天
、
我
に
命

じ
て
天
子
と
な
り
諸
侯
と
な
り
大
夫
と
な
れ
ば
、
す
な
は
ち
臣
民
の
在
る
こ
と
あ

り
。
士
と
な
れ
ば
、
す
な
は
ち
宗
族
妻
子
の
在
る
こ
と
あ
り
。
み
な
我
を
待
ち
て
し

か
る
の
ち
安
ん
ず
る
者
な
り
。
（
注
48
） 

 

 

「
天
心
」
は
「
安
天
下
」
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
、
人
々
に
相
応
の
天
命
・
天
職
を

与
え
た
。
人
々
は
自
発
的
に
自
己
の
天
命
を
探
し
、
各
自
の
天
職
に
尽
力
し
て
働
く
。
そ

う
し
て
「
安
天
下
」
と
い
う
絶
対
的
な
価
値
に
貢
献
す
べ
き
だ
と
述
べ
る
。 

 
か
つ
孔
子
の
い
は
ゆ
る
「
命
を
知
ら
ず
ん
ば
以
て
君
子
た
る
こ
と
な
き
な
り
」
と

は
、
も
と
天
の
我
に
命
ず
る
に
こ
の
道
を
以
て
す
る
を
知
る
こ
と
を
謂
ふ
な
り
。

（
注
49
） 
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天
我
れ
に
命
じ
て
天
子
と
為
り
諸
侯
と
為
り
大
夫
と
為
り
士
と
為
ら
し
む
。
ゆ
ゑ

に
天
子
・
諸
侯
・
大
夫
・
士
の
事
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
み
な
天
職
な
り
。
君
子
は
天

命
を
畏
る
。
ゆ
ゑ
に
そ
の
道
に
於
け
る
也
心
を
盡
く
し
力
を
竭
く
さ
ざ
る
こ
と
莫

き
己
。
（
注
50
） 

 

 

す
な
わ
ち
徂
徠
は
「
天
命
」
「
天
職
」
に
よ
っ
て
、
万
人
の
価
値
を
「
安
天
下
」
と
い

う
究
極
な
目
的
に
統
括
し
た
（
注
51
）
。
さ
ら
に
無
限
に
崇
高
な
「
天
心
」
の
意
志
を
通
じ

て
、
「
安
天
下
」
と
い
う
目
的
に
絶
対
的
な
価
値
を
与
え
た
。
か
か
る
論
理
の
も
と
で
、

客
観
的
存
在
と
し
て
の
世
界
の
中
で
絶
対
的
な
天
の
意
志
に
よ
っ
て
人
間
世
界
の
倫
理

的
価
値
を
作
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。 

 

総
じ
て
言
え
ば
、
聖
人
が
「
天
地
宇
宙
の
実
在
」
と
し
て
の
天
を
完
全
に
把
握
す
る
こ

と
は
、
無
限
な
現
実
の
事
象
に
立
ち
向
か
う
「
聖
人
の
道
」
の
有
効
性
を
保
証
し
た
。
ま

た
、
無
限
に
崇
高
、
そ
し
て
神
秘
的
な
「
天
心
」
は
人
間
社
会
の
秩
序
と
し
て
の
「
道
」
、

さ
ら
に
人
類
全
体
の
価
値
の
源
に
な
る
。
こ
う
し
て
「
道
」
の
倫
理
上
の
正
当
性
を
確
保

し
た
。 

 

結 

論 

  

徂
徠
は
人
間
世
界
の
倫
理
や
秩
序
が
自
然
の
法
則
と
直
結
す
る
朱
子
学
の
論
理
を
拒

絶
し
、
客
観
的
存
在
と
し
て
の
「
活
物
的
世
界
」
を
描
い
た
。
か
か
る
世
界
に
お
い
て
社

会
体
制
を
含
む
全
て
の
存
在
は
衰
滅
す
る
方
向
に
流
れ
行
く
。
そ
れ
に
対
し
て
徂
徠
は
、

人
間
は
た
だ
世
界
の
法
則
に
順
応
す
る
の
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
崩
壊
に
向
か
う
客
観
的

世
界
の
行
方
に
抗
い
、
主
体
的
に
行
動
し
、
国
家
体
制
の
存
続
の
た
め
に
力
を
捧
げ
る
べ

き
だ
と
述
べ
る
。 

 

こ
こ
で
か
か
る
「
人
為
的
」
な
行
動
を
唱
え
る
際
に
、
二
つ
の
問
題
を
解
決
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
る
。
一
つ
は
、
い
か
に
「
人
為
」
の
恣
意
性
を
抑
制
し
な
が
ら
、
国
家
体

制
の
存
続
と
い
う
目
的
の
た
め
に
有
効
な
作
為
を
保
証
で
き
る
か
。
徂
徠
は
「
聖
人
の
道
」

を
信
ず
る
こ
と
で
こ
れ
に
応
じ
て
い
る
。「
活
物
的
世
界
」
を
測
り
尽
く
し
た
聖
人
が
「
道
」

を
作
り
上
げ
た
。
そ
れ
故
「
聖
人
の
道
」
は
無
限
な
内
容
を
持
ち
、
千
差
万
別
、
複
雑
な

社
会
事
象
に
応
対
で
き
る
。
換
言
す
れ
ば
、
聖
人
が
「
活
物
的
世
界
」
の
実
態
を
測
り
尽

く
す
こ
と
が
「
道
」
の
有
効
性
を
保
証
し
た
。 

 

も
う
一
つ
の
問
題
は
、
倫
理
的
観
点
に
端
を
発
す
る
。
端
的
に
言
え
ば
「
人
為
」
は
な

ぜ
必
要
に
な
る
の
か
。
つ
ま
り
価
値
判
断
の
基
準
が
存
在
し
な
い
客
観
的
世
界
に
お
い

て
、
世
界
の
成
り
行
き
に
反
す
る
「
作
為
」
を
あ
え
て
行
う
必
要
が
問
わ
れ
る
。
こ
れ
に

答
え
る
た
め
に
、
徂
徠
は
聖
人
も
測
れ
ず
、
無
限
に
崇
高
な
天
の
意
志
を
持
ち
出
す
。「
道
」

は
天
の
意
志
に
従
っ
て
作
ら
れ
た
と
述
べ
、
「
安
天
下
」
と
い
う
「
道
」
の
目
的
に
絶
対

の
価
値
を
見
た
。
徂
徠
は
、
人
々
が
各
々
の
「
天
命
」
に
応
じ
、
「
安
天
下
」
と
い
う
究

極
的
な
目
的
に
尽
力
す
べ
き
こ
と
を
論
じ
る
。
彼
は
、
絶
対
者
と
し
て
の
「
天
心
」
の
意

志
に
奉
仕
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
万
人
の
自
己
実
現
を
統
括
す
る
と
い
う
論
理
を
構
築
し

た
の
で
あ
っ
た
。 

 

総
じ
て
言
え
ば
、
徂
徠
は
度
々
「
聖
人
の
道
」
は
直
接
に
「
天
地
の
道
」
に
由
来
す
る

わ
け
で
は
な
い
と
説
く
が
、
「
聖
人
の
道
」
は
「
天
」
と
無
関
係
で
も
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。
徂
徠
に
お
い
て
「
道
」
の
作
為
は
「
天
心
」
の
意
志
に
従
い
、
客
観
的
世
界
の
実
態

に
基
づ
き
、
国
家
体
制
の
存
続
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
聖
人
の
道
」
の

原
理
は
客
観
的
世
界
の
実
態
に
由
来
し
、
ま
た
「
道
」
の
目
的
は
崇
高
に
し
て
神
秘
的
な

「
天
心
」
か
ら
受
け
た
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
「
天
地
宇
宙
の
実
在
」
と
し

て
の
天
と
人
格
的
な
意
志
を
持
つ
「
天
心
」
は
ま
さ
に
「
聖
人
の
道
」
の
二
つ
の
柱
と
な

り
、
「
安
天
下
」
と
い
う
目
的
を
実
現
す
る
た
め
の
有
効
性
と
倫
理
上
の
正
当
性
と
い
う

二
つ
の
面
で
「
聖
人
の
道
」
の
存
立
を
支
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 
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注 

 

（
１
）
研
究
史
は
平
石
直
昭
「
戦
中
・
戦
後
徂
徠
論
批
判
」
（
『
社
会
科
学
研
究
』
三
九
巻
一
号
、
一
九

八
七
年
）
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
「
戦
中
・
戦
後
徂
徠
論
批
判
」
以
降
も
徂
徠
の
「
天
」

の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
優
れ
た
研
究
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
平
石

直
昭
「
徂
徠
学
の
再
構
成
」
（
『
思
想
』
七
六
六
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
）
、
澤
井
啓
一
「
荻

生
徂
徠
に
お
け
る
「
天
」
と
「
人
情
」―

自
然
性
理
解
に
関
す
る
試
論
」
（
『
東
洋
の
思
想
と
宗

教
』
第
五
号
、
一
九
八
八
年
）
、
井
上
厚
史
「
徂
徠
の
言
語
観
と
「
天
命
」
の
問
題
に
つ
い
て
」

（
『
日
本
思
想
史
学
』
第
二
二
号
、
一
九
九
〇
年
）
、
田
原
嗣
郎
『
徂
徠
学
の
世
界
』
（
東
京
大

学
出
版
会
、
一
九
九
一
年
）
、
片
岡
龍
「
荻
生
徂
徠
の
天
命
説
」
（
『
日
本
思
想
史
学
』
第
二
九

号
、
一
九
九
七
年
）
、
田
畑
真
美
「
「
命
を
知
る
」
考―

荻
生
徂
徠
「
学
則
」
を
中
心
に
」
（
『
富

山
大
学
人
文
学
部
紀
要
』
三
七
、
二
〇
〇
二
年
）
、
木
村
純
二
「
荻
生
徂
徠
に
お
け
る
天
に
つ
い

て
」
（
『
人
文
社
会
論
叢
・
人
文
科
学
篇
』
二
三
、
二
〇
一
〇
年
）
、
陳
暁
傑
「
荻
生
徂
徠
の
天

：
「
天
に
法
る
」
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
東
北
ア
ジ
ア
研
究
』
一
九
、
二
〇
一
五
年
）
、
坂
本
頼
之

「
徂
徠
に
お
け
る
自
然
観
と
そ
の
展
開
」
（
『
国
際
哲
学
研
究
』
、
東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ

ン
タ
ー
編
、
二
〇
一
七
年
） 

。 

（
２
）
荻
生
徂
徠
『
弁
名
』
天
の
項
、
一
二
一
頁
、
西
田
太
一
郎 

校
注
（
『
日
本
思
想
大
系
』
三
六
、

岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
四
月
）
。 

（
３
）
『
弁
名
』
聖
の
項
、
六
三
頁
、
前
掲
。 

（
４
）
源
了
圓
「
徂
徠
・
春
台
に
お
け
る
天
の
観
念
と
鬼
神
観
」
、
三
六
九
頁
（
『
神
観
念
の
比
較
文
化

論
的
研
究
』
、
講
談
社
、
一
九
八
一
年
）
や
、
丸
山
真
男
『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』
、
二
一
一

頁
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
三
年
）
を
参
照
。 

（
５
）
『
弁
名
』
道
の
項
、
四
五
頁
、
前
掲
。 

（
６
）
『
弁
名
』
天
の
項
、
一
二
〇-

一
二
一
頁
、
前
掲
。
下
線
は
筆
者
に
よ
る
。
以
下
同
様
で
あ
る
。 

（
７
）
平
石
直
昭
『
一
語
の
辞
典
・
天
』
、
二
四
頁
（
三
省
堂
、
一
九
九
六
年
五
月
）
を
参
照
。 

（
８
）
荻
生
徂
徠
『
政
談
』
、
三
六
五-

三
六
六
頁
（
『
日
本
思
想
大
系
』
三
六
、
岩
波
書
店
、
一
九
七

三
年
四
月
） 

（
９
）
澤
井
啓
一
氏
に
よ
れ
ば
、 

徂
徠
に
お
け
る
「
人
情
」
と
は
人
間
存
在
に
お
け
る
実
態
で
あ
り
「
客

観
的
世
界
の
実
態
の
一
部
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
道
」
は
聖
人
が
「
天
」
（
自
然
の
実
態
）

と
「
人
情
」
（
人
間
の
実
態
）
を
認
識
す
る
こ
と
に
基
づ
い
て
立
て
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
「
荻
生

徂
徠
に
お
け
る
「
天
」
と
「
人
情
」―

自
然
性
理
解
に
関
す
る
試
論
」
、
一
一
九-

一
二
〇
頁
、

前
掲
を
参
照
。 

（
10
）
『
政
談
』
、
三
六
七
頁
、
前
掲
。 

（
11
）
『
政
談
』
、
三
六
八
頁
、
前
掲
。 

（
12
）
『
政
談
』
、
三
六
七
頁
、
前
掲
。 

（
13
）
荻
生
徂
徠
『
弁
道
』
、
一
七
頁
、
西
田
太
一
郎 

校
注
（
『
日
本
思
想
大
系
』
三
六
、
岩
波
書

店
、
一
九
七
三
年
四
月
）
。 

（
14
）
『
弁
道
』
、
一
四
頁
、
前
掲
。 

（
15
）
荻
生
徂
徠
『
論
語
徴
』
癸
、
七
〇
七-

七
〇
八
頁
、
小
川
環
樹 

訳
注
（
『
荻
生
徂
徠
全
集
』
第

四
巻
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
四
年
）
。 

（
16
）
土
田
健
次
郎
『
朱
熹
の
思
想
体
系
』
、
一
九-

二
四
頁
（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
九
年
十
二
月
）
を

参
照
。 

（
17
）
黒
住
真
「
活
物
的
世
界
に
お
け
る
聖
人
の
道―

荻
生
徂
徠
の
場
合
」
、
二
〇
九
頁
（
『
倫
理
学

年
報
』
、
日
本
倫
理
学
会
編
、
一
九
七
八
年
）
、
ま
た
平
石
直
昭
「
徂
徠
学
の
再
構
成
」
八
九
頁
、

前
掲
を
参
照
。
両
氏
は
徂
徠
に
お
い
て
天
が
無
限
に
広
が
る
豊
富
な
世
界
で
あ
り
、
聖
人
も
こ
の

「
活
物
的
世
界
」
を
知
り
尽
く
し
得
ず
、
「
天
」
を
尊
崇
・
畏
敬
し
て
い
る
と
述
べ
る
。 

（
18
）
田
原
嗣
郎
『
徂
徠
学
の
世
界
』
、
九
九
頁
（
東
京
大
学
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）
を
参
照
。 

（
19
）
荻
生
徂
徠
『
徂
徠
先
生
答
問
書
』
、
四
三
八
頁
（
『
荻
生
徂
徠
全
集
』
第
一
巻
、
み
す
ず
書
房
、

一
九
七
四
年
） 

（
20
）
『
徂
徠
先
生
答
問
書
』
、
四
六
二
頁
、
前
掲
。 
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（
21
）
荻
生
徂
徠
『
太
平
策
』
、
四
四
九
頁
（
『
日
本
思
想
大
系
』
三
六
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年

四
月
） 

（
22
）
『
太
平
策
』
、
四
五
〇
頁
、
前
掲
。 

（
23
）
坂
本
頼
之
氏
は
「
徂
徠
に
お
け
る
自
然
観
と
そ
の
展
開
」
、
一
二
七
−
一
二
九
頁
、
前
掲
で
、
一

般
の
人
々
の
「
ク
ル
ワ
」
の
形
成
を
詳
し
く
論
じ
て
い
る
。 

（
24
）
『
太
平
策
』
、
四
四
八-

四
四
九
頁
、
前
掲
。 

（
25
）
『
弁
道
』
、
一
五
頁
、
前
掲
。 

（
26
）
『
弁
名
』
聖
の
項
、
六
三
頁
、
前
掲
。 

（
27
）
『
弁
名
』
理
の
項
、
一
五
〇
頁
、
前
掲
。 

（
28
）
『
弁
名
』
理
の
項
、
一
五
一
頁
、
前
掲
。 

（
29
）
黒
住
真
「
活
物
的
世
界
に
お
け
る
聖
人
の
道―
荻
生
徂
徠
の
場
合
」
、
二
〇
九
頁
、
前
掲
及
び
、

平
石
直
昭
「
徂
徠
学
の
再
構
成
」
、
八
九
頁
、
前
掲
を
参
照
。 

（
30
）
『
弁
名
』
天
の
項
、
一
二
一
頁
、
前
掲
。 

（
31
）
『
弁
名
』
天
の
項
、
一
二
三
頁
、
前
掲
。 

（
32
）
『
論
語
徵
』
辛
、
六
一
六
頁
、
前
掲
。 

（
33
）
人
間
は
「
天
命
」
を
認
識
し
え
る
が
、
「
天
命
」
を
下
す
主
体
た
る
「
天
」
そ
の
も
の
は
知
り

得
な
い
と
い
う
点
は
、
か
つ
て
小
島
康
敬
氏
や
片
岡
龍
氏
が
論
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
小
島
康
敬

『
徂
徠
学
と
反
徂
徠
』
、
一
六
頁
（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
七
年
）
及
び
、
片
岡
龍
「
荻
生
徂
徠

の
天
命
説
」
、
一
五
八
頁
、
前
掲
を
参
照
。 

（
34
）
『
弁
名
』
陰
陽
の
項
、
一
五
八
頁
、
前
掲
。 

（
35
）
『
政
談
』
巻
三
、
三
六
六
頁
、
前
掲
。 

（
36
）
従
来
、
「
天
」
は
聖
人
に
と
っ
て
も
認
識
し
得
な
い
と
い
う
点
を
踏
ま
え
、
「
道
」
の
基
底
に

は
「
天
地
宇
宙
」
自
体
で
は
な
く
、
む
し
ろ
不
可
測
的
な
天
に
対
す
る
聖
人
の
相
対
的
な
認
識
が

当
て
ら
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
平
石
直
昭
「
戦
中
・
戦
後
徂
徠
論
批
判
」
、
一
一
〇
頁
、
前
掲
、

同
「
徂
徠
学
の
再
構
成
」
、
九
〇
頁
、
前
掲
を
参
照
。
そ
れ
に
対
し
て
田
原
嗣
郎
氏
は
、
聖
人
は

天
地
万
物
を
知
り
尽
く
し
た
と
指
摘
し
、
「
天
地
の
道
」
が
「
聖
人
の
道
」
の
根
底
に
あ
り
、
そ

れ
を
最
終
的
に
制
約
し
て
い
る
と
論
じ
た
。
田
原
嗣
郎
『
徂
徠
学
の
世
界
』
、
九
九
頁
、
前
掲
を

参
照
。
筆
者
は
田
原
氏
の
主
張
に
賛
成
す
る
。
つ
ま
り
、
聖
人
が
認
識
で
き
な
い
の
は
「
天
地
宇

宙
の
実
在
」
で
は
な
く
、
超
越
的
な
「
天
心
」
で
あ
る
。
聖
人
は
「
人
情
」
を
含
む
現
実
的
世
界

の
全
体
を
測
り
尽
く
し
た
上
で
、
「
道
」
を
作
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。
故
に
「
道
」
の
基
底
と
し

て
は
、
聖
人
の
相
対
的
な
認
識
で
は
な
く
、
天
地
万
物
の
性
質
そ
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。 

（
37
）
『
弁
名
』
礼
の
項
、
七
一
頁
、
前
掲
。 

（
38
）
『
弁
名
』
義
の
項
、
七
五
頁
、
前
掲
。 

（
39
）
「
礼
」
と
「
義
」
の
関
係
、
ま
た
古
文
辞
学
の
方
法
を
通
じ
て
の
「
義
」
の
体
得
に
つ
い
て
、

相
原
耕
作
「
古
文
辞
学
と
徂
徠
学
の
政
治
思
想―

荻
生
徂
徠
『
弁
道
』
『
弁
名
』
に
即
し
て―

」
、

四
六
七-

四
六
九
頁
（
『
法
学
会
雑
誌
』
巻
四
六
、
第
二
号
、
首
都
大
学
東
京
法
学
会
、
二
〇
〇

六
年
）
が
詳
し
い
。 

（
40
）
『
弁
名
』
義
の
項
目
、
七
六
頁
、
前
掲
。 

（
41
）
荻
生
徂
徠
『
論
語
徴
』
甲
、
三
七
五
頁
、
小
川
環
樹 

校
注
（
『
荻
生
徂
徠
全
集
』
第
三
巻
、

み
す
ず
書
房
、
一
九
七
四
年
）
。 

（
42
）
『
弁
道
』
、
一
四
頁
、
前
掲
。 

（
43
）
『
弁
名
』
天
の
項
、
一
二
三
頁
、
前
掲
。 

（
44
）
『
弁
名
』
命
の
項
、
一
二
五
頁
、
前
掲
。 

（
45
）
『
弁
道
』
、
二
九-

三
〇
頁
、
前
掲
。 

（
46
）
『
弁
名
』
仁
の
項
、
五
三
頁
、
前
掲
。 

（
47
）
「
こ
れ
聖
人
は
学
ん
で
至
る
べ
か
ら
ず
、
仁
人
は
学
ん
で
能
く
す
べ
し
。
孔
子
、
人
に
教
ふ
る

に
仁
を
以
て
し
、
い
ま
だ
か
つ
て
聖
と
作
る
を
以
て
こ
れ
を
強
ひ
ざ
り
し
は
、
こ
れ
が
た
め
の
故

な
り
」
（
『
弁
道
』
、
一
六
頁
、
前
掲
）
。 

（
48
）
『
弁
道
』
、
一
七
頁
、
前
掲
。 
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（
49
）
『
弁
名
』
命
の
項
、
一
二
五
頁
、
前
掲
。 

（
50
）
『
論
語
徴
』
辛
、
六
一
六
頁
（
『
荻
生
徂
徠
全
集
』
第
四
巻
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
四
年
）
。 

（
51
）
片
岡
龍
「
荻
生
徂
徠
の
天
命
説
」
、
一
六
八-

一
六
九
頁
、
前
掲
で
、
徂
徠
の
論
理
は
「
天
」
と

い
う
大
き
な
意
志
に
よ
っ
て
、
差
異
、
分
裂
し
た
世
界
、
人
間
を
統
一
す
る
と
指
摘
さ
れ
る
。
筆

者
は
そ
れ
に
賛
成
す
る
。 

    

楊 

世
帆
（
よ
う
・
せ
は
ん
） 

 

一
九
九
四
年
生
ま
れ
。
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
。
専
門
は
日
本
近
世
儒

教
思
想
。
主
要
論
文
に
「
荻
生
徂
徠
に
お
け
る
心
の
主
体
性(

思
惟)

と
礼
楽
の
実
践
に
つ
い
て :

 

「
以
心
制
心
」
か
ら
「
以
礼
制
心
」
へ
の
発
展
経
路
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
日
本
思
想
史
研
究
』
第

五
二
号
、
二
〇
二
〇
年
）
。 

 


